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項番「第１」は欠番です（＜目次に関する注記＞（ⅱ頁）を参照してください。）。

小項目１　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ｂ Ｂ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

見込評価 各年度評価

Ｂ

第２期期間評価特記事項

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画 業務実績
神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

法人の自己評価

実績に対する評価

課題

27～31年度中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項

第２　県民に対して提供するサービ
スその他の業務の質の向上に関する
目標を達成するためとるべき措置

１　質の高い医療の提供
（１） 人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

第２　県民に対して提供するサービ
スその他の業務の質の向上に関する
目標を達成するためとるべき措置

１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
ア　医療人材の確保
（ア）医師

　連携協力のある大学医学部の医局
ローテーションを医師確保の基礎と
しつつ、公募や医師の人的ネット
ワークの活用のほか、後期臨床研修
医などに対する研修メニューを充実
させ、積極的に優秀な人材を確保す
る。

27～31年度

　各病院とも連携協力のある大学医学部からの医局ローテ―ションを基礎として、優
秀な医師の確保に努めている。また、各病院とも日頃から大学の教授を個別訪問する
などして緊密な連携維持を図るとともに、広く公募を行うなど、多様な医師確保の取
組みを行っている。令和２年度当初は88.9％と平成28年度当初の94.0％から医師充足
率が低下しているが、全国平均を大きく上回っている。
以上から、中期計画を概ね達成していると判断した。

Ｂ Ｂ

・医師確保については、連携協力のある大学医学部
からの医局ローテーションを基礎としつつ、公募や
人的ネットワークの活用等による採用、任期付医師
の育成後の採用などを行った。
・令和２年４月１日現在、後期臨床研修医を除く医
師の必要数342人（前年度比３人減）に対し、現員
数が304人であり、充足率は88.9％（前年度比1.4ポ
イント増）であった。

※充足率については、対前年度比で減少する結果と
なったものの、全国自治体病院協議会が公表する、
直近（平成27年度）の医師補充状況実態調査では、
全国で79.8％、となっており、全国平均を大きく上
回っている。

・質の高い医療提供のため、
様々な採用方法により医師の確
保対策に取り組んでいる。
・県立病院機構の充足率は全国
平均を大きく上回っている。
※目標値の評価を本小項目の自
己評価とした。

・平成28年度当初に94.0％で
あった正規職員の医師の充足率
が令和２年度当初88.9％に低下
した。引き続き充足率向上のた
めに、医局ローテションや公募
の拡充等による確保対策を講じ
るとともに、任期付医師や非常
勤医師の補充により対応してい
く必要がある。

［目標値］医師の充足率

平成30年4月1

日時点実績値

平成31年4月1

日時点実績値

令和２年４月１日時点
区分

医師の充足率

評価

100.0% 88.9% 88.9% Ｂ90.4% 87.5%

目標値 実績値 達成率
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小項目２　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ａ Ａ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ

見込評価 各年度評価

第２期期間評価特記事項

27～31年度

　各年度にわたって積極的に看護師養成施設に訪問し、民間企業が実施した合同就職
説明会にも参加するなど確保対策に努めた。採用試験に関する取組みでは、採用試験
制度の本部集約化や、指定校推薦試験の開始など柔軟な対応をとり、よりよい人材を
確保に努め、中期計画を達成した。 Ａ Ａ

神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項
業務実績

（１）人材育成機能の充実中
期
目
標

中期計画 年度計画

実績に対する評価

課題

法人の自己評価

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
ア　医療人材の確保
（イ）看護師

・県立看護専門学校や保健福祉大学
等養成施設が主催する学生向け就職
説明会や民間企業主催の合同就職説
明会に引き続き積極的に参加する。

・採用試験制度の本部への集約化を
継続し、人材の確保に努める。

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項 27～31年度

第２
１　質の高い医療の提供
（１） 人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

・看護職員の出身校を中心に、県内外の看護師養成

施設を延べ49か所訪問し、人材確保に努めた。

・民間企業が実施した合同就職説明会（神奈川４回、

東京２回、福岡２回、仙台１回）に参加し、県立病

院機構の魅力や概要等を伝え、採用活動に繋げた。

・助産師養成施設を前年度に引き続き積極的に訪問

し、平成31年度採用者７人を新規に確保した。

また、助産師手当の支給制度も引き続き活用し、

令和２年３月31日時点で34人の助産師に支給を行い、

人材確保につながった。

・受験者が志望した病院に配属される形式の一般採

用試験を本部主導のもと年６回実施した。

また、全所属対象の指定校推薦試験を１回実施し、

18人を確保した。

その結果、入職者の人数は、足柄上病院18人、こ

ども医療センター59人、精神医療センター９人、が

んセンター42人、循環器呼吸器病センター13人とし

て、機構全体の看護職員数は令和２年４月１日現在

1,722人となり、再雇用職員を含む常勤職員の充足率

は100％となった。

・積極的な看護師・助産師確保
対策を実施することで、質の高
い人材確保につながった。

※目標値の評価を本小項目の自
己評価とした。

・引き続き看護師・助産師の確
保対策に継続的に取り組むとと
もに、働きやすく魅力ある職場
づくりを目指した対策にも努め
る必要がある。［目標値］看護師の充足率

100.0%

区分
平成30年4月1日
時点実績値

看護師の充足率 98.8% 100.0% 100.0% Ａ

平成31年4月1日
時点実績値

100.0%

令和２年４月１日時点

目標値 実績値 達成率 評価
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小項目３　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ａ Ａ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ

見込評価 各年度評価

第２期期間評価特記事項

27～31年度

　職種ごとの実態に合わせて、適切な時期に採用試験を実施し、採用が必要な事務職
員、診療放射線技師、臨床検査技師、薬剤師等の医療人材を確保した。
　また、薬剤師については平成29年度まで通常の採用試験を行ってきたが、優秀な人
材を確保するため、平成30年度から薬剤師レジデント制度を導入し、優秀な薬剤師を
採用・育成している。
 以上から中期計画を達成していると判断した。

Ａ Ａ

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
ア　医療人材の確保
（ウ）事務職員、診療放射線技師、
臨床検査技師、薬剤師等

・職種ごとの実態に合わせて、適切
な時期に採用試験を実施する。

・当機構の認知度向上のため、パン
フレットの作成や、大学訪問、就職
説明会へのブース出展などを実施す
る。

27～31年度

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

Ｒ１年度実績評価特記事項

実績に対する評価

課題

自己点数

神奈川県評価

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画 業務実績
法人の自己評価

評価点数

・事務職については、一般採用試験を実施し、７人
の職員を確保した。

・主な医療技術職として、診療放射線技師、臨床検
査技師等の医療技術者については、新卒者を対象と
する一般採用試験を実施し、14人の職員を確保した。
また、所属で経験者が必要な理学療法士、作業療法
士等については経験者採用試験を実施し、８人の職
員を採用した。

・薬剤師については、薬剤師レジデント制度を平成
29年度から継続的に実施し、平成31年度は６人から
応募があり1人を採用した。

・薬剤師レジデント制度の２年間の研修を終えた薬
剤師を対象とした採用選考において、10人を採用し
た。

・優秀な人材を確保するために大学等を訪問し説明
を行った。また、受験案内を各養成校へ配布し、認
知度向上を図った。

※薬剤師レジデント制度
２年間の任期で県立病院機構の５病院の薬剤科を回
り、薬剤師としての能力向上を図る制度

・採用が必要な事務職員、診療
放射線技師、臨床検査技師、薬
剤師等を確保できた。

以上から年度計画を達成したと
評価した。

・社会的に採用時期が早まる中
で、当機構でも優秀な人材を確
保するために早めの採用を検討
する必要がある。

1人15人

（参考）主な医療技術職の採用数の実績

区分
平成30年度採用 平成31年度採用 令和２年度採用

一般 経験者 計 一般 経験者 計 一般 経験者 計

薬剤師 1人 1人 0人 10人 10人

薬剤師レジデント 1人 1人 1人15人

診療放射線技師 4人 4人 3人 3人 8人 8人

臨床検査技師 1人 1人 3人 3人 4人 4人

理学療法士 1人 1人 1人 3人 4人

作業療法士 3人 3人 2人 2人 1人 2人 3人

言語聴覚士 1人 1人 2人 0人 0人

臨床工学技士 1人 1人 1人 1人 1人 1人

保育士 0人 1人 1人

管理栄養士 3人 3人 0人 1人 1人

計 21人 9人 30人 9人 2人 11人 25人 8人 33人
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小項目４　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ｂ Ｂ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

見込評価

Ｂ

各年度評価

第２期期間評価特記事項

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項 27～31年度・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

27～31年度

　専攻医については、平成27年度に医師研修システム検討委員会を立ち上げて対応を
検討し、６つのプログラム申請を行い、日本専門医機構の認定を受けた。平成30年度
からの２年において順調に専攻医を確保してきており、基幹施設を中心に医師の人材
育成に努めている。平成31年度の採用数が前年度を下回る結果となったものの、中期
計画を概ね達成していると判断した。

Ｂ Ｂ

実績に対する評価

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

課題

法人の自己評価 神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画 業務実績

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
イ　医療人材の育成
（ア）医師

　新専門医制度により雇用した専攻
医に対し、各病院の特長を生かし、
病院間の連携を深めることで、教育
内容及び研修体制の充実を図る。

新専門医制度の下での基幹病院として研修実施可
能な６診療科（総合診療科、内科、小児科、精神科、
放射線科、麻酔科）のプログラム申請を行い、日本
専門医機構による認定を受け、専門研修プログラム
等に基づき、後期臨床研修医（専攻医）を受け入れ
た。専攻医の専門研修については、基幹施設を中心
に、他の県立病院を専門研修連携施設として実施し
ている。

専門研修プログラム等に基づ
き、他機関と連携したプログラ
ムにより専攻医の専門研修を実
施している。総合診療科、麻酔
科等医師確保が困難な診療科が
あるものの、前年度に比べて専
攻医の採用者数が減少している
点を考慮して、年度計画を概ね
達成したと評価した。

・病院機構の認知度を高めると
ともに、専攻医採用試験の応募
状況を踏まえ、病院見学会や説
明会の実施など確保対策を検討
していく必要がある。

麻酔科（基幹施設：がんセンター）

放射線科（基幹施設：がんセンター）

計

3人

2人

5人

4人

1人

プログラム名

内科（基幹施設：足柄上病院）

総合診療科（基幹施設：足柄上病院）

小児科（基幹施設：こども医療センター）

精神科（基幹施設：精神医療センター）

17人

応募者数

0人

0人

10人

5人

0人

0人

15人

募集人数

0人

9人

専攻医採用試験実施状況　　　　　　　　　R2.4.1現在

採用数

0人

0人

5人

4人

0人

2人

4



小項目５　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ｂ Ｂ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ

見込評価 各年度評価

第２期期間評価特記事項

27～31年度

　各年度とも看護専門学校や大学等との連携を深め、実習生の受入は年々増加してい
るが、平成31年度については目標値を下回る実績となった。
 また、平成28年度から平成31年度においては認定看護師、認定看護管理者等の人数が
大幅に増加しており、医療人材の育成の取組みを十分に実現している。
 以上から、中期計画を達成していると判断した。

Ａ Ａ

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項 27～31年度

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

実績に対する評価

課題

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
イ　医療人材の育成
（イ）看護師

・神奈川県内の看護専門学校等との
連携を深め、看護学生の実習受入れ
を引き続き充実させる。

・看護職対象の研修をさらに見直す
等、教育制度の充実を図る。

・医療人材の育成の取組みという観
点から、専門看護師等の増加を目指
す。

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画 業務実績
法人の自己評価

・看護学生の実習については、看護専門学校・大学
等から合計1,469人を受け入れた。

・看護職対象の研修をテーマごとに２回ずつ行い、
各研修の参加者は聴講を含めて、医療安全研修では
32人、看護倫理・臨床倫理研修では34人、人材育成
研修では24人、問題解決・リーダーシップ研修では
26人となった。

・人材育成の観点から、各所属看護局から職員へ資
格取得の支援を行った結果、認定看護師等の人数が
増加した

・看護専門学校・大学等との連
携を深め、看護学生の実習受入
れを拡大することができた。

※複数の目標値があるため、一
番低い評価を本小項目の自己評
価とした。

・看護実習の拡大にあたっては、
実習受入れの体制整備を図る必
要がある。
・医療人材育成のため、今後も
看護専門学校等との連携を深め
る。

［目標値］看護学生の実習受入人数

看護学生の実習受入人数 1,587人 1,595人 1,600人 1,469人 91.8% Ｂ

平成31年度

目標値 実績値 達成率 評価
区分

平成29年度
実績値

平成30年度
実績値

［目標値］専門看護師等の人数

区分
平成29年度

実績値

平成30年度

実績値

平成31年度

目標値 実績値 達成率 評価

専門看護師

認定看護師

認定看護管理者

22人

58人

5人

22人

64人

10人

23人

63人

7人

22人

65人

13人

95.7%

103.2%

185.7%

Ａ

Ａ

Ｓ

270人

407人 376人

（参考）看護実習受入実績

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

保健福祉大学 232人 259人

平塚看護大学校

（旧平塚看護専門学校）
98人 88人 70人

衛生看護専門学校 210人 216人 177人

よこはま看護専門学校 451人

36人 37人 42人

国際医療福祉大学 99人 75人 92人

横浜市医師会看護専門学校

その他 461人 513人 442人

計 1,587人 1,595人 1,469人

5



小項目６　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ａ Ａ

27 28 29 30

－ Ａ Ａ Ａ
Ａ

見込評価 各年度評価

第２期期間評価特記事項

27～31年度 27～31年度

　薬学生のニーズに合致した薬剤師レジデント制度を平成30年度に導入した結果、採
用困難であった薬剤師確保の目途がたちつつある。
　事務職員については、資質・能力の向上を図るため計画的な研修を実施するととも
に、キャリア面接及び機構内公募を実施した。また、事務職、コメディカル及び福祉
職を対象としたアンケートを実施した。
　人事異動においては各職員の適性や専門能力を活かした人材登用を図った。
　以上から、中期計画を達成していると判断した。

Ａ Ａ

実績に対する評価

課題

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項

業務実績
法人の自己評価 神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
イ　医療人材の育成
（ウ）事務職員、診療放射線技師、
臨床検査技師、薬剤師等

・幅広い知識・技術・コミュニケー
ション能力を身に付けた薬剤師を育
成するため、薬剤師レジデントに対
し各病院において研修を実施する。

・事務職員の人材育成を図るため、
「人材育成に関する方向性とアク
ションプログラム」に基づき、取組
みを進めていく。

・幅広い知識・技術・コミュニケーション能力を身
に付けた薬剤師を育成するため、15人の第１期薬剤
師レジデントが各病院（１病院４ヶ月程度）におい
て研修を終了し、令和２年４月に10人が本採用と
なった。

・平成31年４月に研修を開始した第２期薬剤師レジ
デント１人においても、研修期間の２年間の間に県
立５病院すべてで研修を行う予定としている。

・第３期薬剤師レジデントは６人の応募があり、令
和２年４月に１人を採用し、研修を開始した。

・「人材育成に関する方向性とアクションプログラ
ム」に位置付けた研修に取り組み、事務職員の資質
向上に努めた。

・平成31年度に若手職員の課題認識等を把握するた
め、理事長等による「若手職員との意見交換」を６
回開催した。

・平成31年度に初めて、チャレンジ精神を育て、組
織の活性化を図るため、重点施策の展開にあたり機
構内公募を実施した。

・薬剤師確保に向けた新たな取
組みとして薬剤師レジデント制
度を導入した。各病院において、
第１期・２期薬剤師レジデント
は、高い評価を受けており、今
後も質の高い職員の確保が期待
できる。
・令和元年度に初めて機構内公
募を実施した。

・薬剤師レジデントの応募が減
少する中、学校訪問など積極的
な活動をし、優秀な薬剤師確保
に努める必要がある。
・第１期薬剤師レジデントの各
病院における研修実施状況を受
け、研修プログラムの改善を
図っていく必要がある。
・今後も人材育成の観点からの
計画的な人事異動、人材育成に
資するための研修を進めていく
必要がある。
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小項目７　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ｂ Ｂ

27 28 29 30

Ａ Ａ Ａ Ｂ
Ｂ

見込評価 各年度評価

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項 27～31年度 27～31年度

 平成27年度にこども医療センターでは研修体制を整備し、平成28年度から高度医療セ
クレタリーの認定を始めた。それに続きがんセンターでは平成29年9月より高度医療セ
クレタリーの認定を始めた。その結果、電子カルテの代行入力など、医師の負担軽減
に繋がっているものの、平成30年度以降は高度医療セクレタリーの人員は前年度と同
様である。以上から、中期計画を概ね達成していると判断した。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
イ　医療人材の育成
（エ）高度医療セクレタリー

　高度医療セクレタリーの人材育成
に向けたＯＪＴ研修などの体制整備
を行うとともに、高度医療セクレタ
リーを目指す者に対し、認定評価を
随時実施する。

課題

神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

実績に対する評価

Ｂ Ｂ

第２期期間評価特記事項

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画 業務実績
法人の自己評価

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

・こども医療センターで５人（常勤１人、非常勤４
人）、がんセンターで５人（非常勤５人）が高度医
療セクレタリーとして勤務し、医師の事務負担軽減
に寄与している。

※高度医療セクレタリーとは高度な知識と経験を生
かし医師の負担を軽減するために、事務作業を補助
する者。一ヶ月程度の研修を受けた上で、認定評価
シートによって高度医療セクレタリーとしての能力
を有すると判断した場合に認定される。

・こども医療センターとがんセ
ンターでは高度医療セクレタ
リーを配置することにより、前
年度同様に医師の診療支援を行
うことができている。
・高度医療セクレタリーを前年
度と同様数確保でき、、概ね年
度計画を達成しているものと判
断した。

・医師の働き方改革の観点など
から、医師の負担軽減に引き続
き取り組む必要がある。
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小項目８　業務実績報告（自己評価）　

第２　県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

１　質の高い医療の提供に向けた基本的な方向性

　多様な採用方法などにより、質の高い医療人材の確保に努めること。

　地域の医療従事者との相互研さんや医療従事者を目指す実習生、研修生の積極的な受入れを行うこと。

　連携大学院制度の活用など、職員のキャリアプランの充実が図られる仕組みづくりを構築し、こうした取組みを医療従事者に対して積極的に情報発信を行い、人材育成機能を充実すること。

Ａ Ａ

（キ）情報発信・医療体験イベント

中
期
目
標

（１）人材育成機能の充実

中期計画 年度計画
法人の自己評価

・人材育成に係る取組内容の成果を
ホームページ等で情報発信し、県内
外の人材育成の活性化に資する。

・次代の医療人材を育成するため、
青少年を対象とした医療体験イベン
トを行う。

（カ）大学との連携

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

・大学院との連携・交流を推進する
ことで、職員のキャリアプランを充
実する。

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実

・全病院において、系統的な教育制
度を確立することにより、人材育成
機能の充実を図る。

・医師については連携協力のある大
学などの医局ローテーションのほ
か、広く一般から優秀な人材を確保
するため公募を行う。また、看護
師、診療放射線技師、臨床検査技
師、薬剤師等については、養成機関
との連携や就職説明会の開催のほ
か、採用試験の工夫・改善などによ
り、質の高い職員の確保を図る。

・医師の負担を軽減し医療の質の向
上を図るため、高度医療セクレタ
リーを育成する。

・地域の医療従事者との交流の推
進、臨床研修医の計画的な受入れ、
看護学生等の実習受入れなどによっ
て、医療従事者を積極的に受け入れ
る。

実績に対する評価

神奈川県評価

自己点数 評価点数 Ｒ１年度実績評価特記事項

　横浜市立大学などとの間で人材育
成及び教育・試験研究を推進する。
連携を行っているこども医療セン
ター及びがんセンターは、連携事業
の着実な実施と内容の充実に努め
る。

業務実績

課題

第２
１　質の高い医療の提供
（１）人材育成機能の充実
イ　医療人材の育成
（オ）医学・工学領域

　横浜国立大学と株式会社東芝と連
携した共同研究講座を実施し、重粒
子線治療に関連した医学・工学領域
の人材育成を図る。

［こども医療センター］
・教育研究についての連携・協力協定に基づき、医
師７人が連携大学大学院の客員教授として研究活動
を行ったほか、計２人が大学院で学び、人材育成を
行った。
＜協定大学＞
・横浜市立大学大学院医学研究科
・慶應義塾大学大学院医学研究科
［がんセンター］
・連携大学院の協定を締結している横浜市立大学の
客員教授等に、医師16人、研究職１人が就任し、医
師、看護師の育成を行った。
＜協定大学＞
・横浜市立大学大学院医学研究科

・横浜国立大学と東芝エネルギーシステムズ（株）
と締結している共同研究講座の協定及び契約に基づ
き「３Ｄ動体追尾システム」及び「色素ゲルによる
照射線量分布」の研究を実施した。当該研究には横
浜国立大学大学院生も参画し、重粒子線治療への理
解を深め、学位を取得している。

・医療人材の育成に向け、大学
や企業と積極的に連携し、人材
の育成につながっていることか
ら、年度計画を達成しているも
のと評価した。

・引き続き医療人材の育成を
行っていくとともに、連携等の
取組みの成果を、適切に情報発
信していく必要がある。
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27 28 29 30

Ａ Ａ Ａ Ａ

各年度評価

第２期期間評価特記事項

・こうした取組内容を他の医療機関
へ積極的に情報発信することで、人
材育成に努める。

Ａ

見込評価

　大学との連携を行い、人材交流や職員のキャリアアップにつなげることによって、
職員の確保や人材育成が図れた。また、重粒子線治療に関連した医学・工学領域の人
材育成を目的として横浜国立大学、東芝エネルギーシステムズ株式会社と連携し、重
粒子線治療装置を使った共同研究講座を開設、平成30年度から本格的に研究を開始し
た。
　県立病院機構の看護職員の人材育成に関する取組みは、ホームページなどを通して
広く周知できている。
　以上から、中期計画を達成できたと判断した。

Ａ Ａ

中期目標期間（平成27～31年度）に関する特記事項 27～31年度 27～31年度

・足柄上病院では、総合診療科医の育成を推進し、
当科医師の獲得につなげるため、「内科メディカル
ラリー」を開催し（10月）、競技形式で当該診療科
の意義や魅力を発信した。（参加者：外部研修医・
学生17名、当院研修医11名、外部講師６名など全
101名）

・「一日看護体験」（各病院）、「ハートキッズセ
ミナー」（こども医療センター）、「ブラック
ジャックセミナー」（がんセンター）などの、青少
年を対象とした医療体験イベントを10回実施した。
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